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R7
年
度
の
総
会
を
４
月
20
日

（
日
）
13
時
よ
り
根
形
交
流
セ
ン 

タ
ー
（
根
形
公
民
館
）
視
聴
覚
室

で
開
催
し
ま
し
た
。 

総
会
は
出
席
27
名
、
委
任
状

21
名
を
含
め
て
48
名
の
出
席
で

開
会
。 

各
グ
ル
ー
プ
（
G
）
代
表
か
ら 

R6
年
度
の
G
活
動
報
告
、
会
計

担
当
か
ら
決
算
報
告
、
監
査
担
当

よ
り
監
査
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
R7
年
度
事
業
計
画
、
予
算

に
つ
い
て
も
審
議
の
結
果
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

新
年
度
の
役
員
は
、
改
選
期
を 

     

本
年
度
か
ら
友
の
会
・
会
長
を 

中
西
明
美
様
か
ら
引
継
ぐ
こ
と

と
な
り
ま
し
た
矢
野
佳
次
で
す
。 

兎
に
角
、
友
の
会
を
『
楽
し
い

会
』
に
し
て
博
物
館
の
期
待
に
応

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支
援
、

御
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
こ
の
度
の
役
員
改
選
で
副 

    

迎
え
新
会
長
に
矢
野
佳
次
様
を

は
じ
め
新
任
７
名
、
留
任
９
名

の
陣
容
に
な
り
ま
す
。 

 
 

２
期
４
年
間
会
長
職
を
勤

め
ら
れ
た
中
西
明
美
様
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

  

   

●
会
長 

矢
野
佳
次
（
凧
の
会) 

●
副
〃 

吉
田
保
雄
（
仏
像
） 

〇
副
〃 

西
原
崇
浩
（
博
館
長
） 

●
理
事 

髙
橋 

久
（
太
古
） 

●
〃 

 

大
滝
浩
介(

凧
の
会
） 

     

会
長
、
事
務
局
会
計
、
グ
ル
ー

プ
の
代
表
の
交
代
も
あ
り
、
又

博
物
館
側
の
友
の
会
担
当
も
異

動
に
な
り
、
友
の
会
役
員
総
勢

16
名
、
活
動
７
グ
ル
ー
プ
、
会

員
総
数
55
名
で
新
た
に
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

又
前
年
度
ま
で
友
の
会
活
動

を
博
物
館
側
か
ら
支
援
し
て
頂 

〇
〃   

吉
田
保
雄
（
仏
像
） 

〇
〃   

今
井
久
明
（
い
ろ
は
） 

〇
〃 

 

石
井
英
美
（
機
織
り
） 

 
 
 
 

〇
〃 

 

中
村
康
司
（
盆
栽
） 

●
〃 

 

渡
部
和
代
（
植
物
画
） 

〇
監
事 

武
田 

弘
（
凧
の
会
） 

〇
〃 

 

田
村
静
子
（
無
所
属
） 

〇
事
務
局
多
田
信
子
（
事
務
） 

●
〃 

 

小
野
智
美
（
会
計
） 

〇
〃 

 

今
井
久
明
（
編
集
長
） 

●
庶
務 

鎌
田
望
里
（
館
職
員
） 

 

（
記
号
●
印
新
任
・
〇
印
留
任
） 

           
 
   

い
た
水
流
副
主
査
の
異
動 

先
で
の
御
活
躍
を
祈
り
ま 

す
と
共
に
新
し
く
着
任
さ 

れ
た
鎌
田
学
芸
員
の
今
後 

の
活
躍
を
期
待
致
し
ま
す
。 

 
 

又
市
民
の
皆
様
の
博
物
館 

友
の
会
へ
の
ご
入
会
を
お
待 

ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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R7
年
度
友
の
会 

役
員
の
皆
様 

   

 
 
 

 

通知等郵送費削減に関するアンケート実施 

【 本年度から承諾者へ 
メール連絡に変更実施へ】 

 経費削減策として葉書等による連絡につき、メールへ

の変更可否を全員にアンケートをとった所、総数 55 名の

内、回答 25 名、回答無し 30 名でした。回答者 25 名の

内、メール連絡承諾 22名、非承諾３名でした。 

新年度早速、承諾者に対してメール変更実施していき

ますので皆様の御理解、御協力お願い致します。 

  

 

 

友
の
会
・
新
会
長 

『
楽
し
い
会
に
し
た
い
』 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

矢
野
佳
次 

記 

第
28
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
へ 

R７年度総会風景（根形交流ｾﾝﾀｰ）

ー） 

tel:0438-63-0811
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新
年
度
か
ら
『
土
器
作
り
の
会
』

の
名
称
を
『
太
古
の
会
』
に
変
更
致

し
ま
し
た
。 

 
 

 

１
９
８
４
（
昭
和
５
９
）
年
に
発

足
し
４
０
年
。
縄
文
弥
生
の
土
器

や
土
偶
を
作
っ
て
い
た
活
動
を
、
古

代
人
が
作
っ
た
道
具
や
装
飾
品
に

ま
で
幅
を
広
げ
、
い
わ
ゆ
る
大
昔

か
ら
平
安
時
代
ぐ
ら
い
ま
で
を
対

象
に
し
ま
し
た
。 

 
 

 

地
元
産
の
素
材
に
拘
り
、
当
時

の
手
法
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
出

来
る
だ
け
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と

す
る
手
法
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。 

今
年
度
は
、
前
半
に
古
墳
時
代 

 

の
勾
玉
や
埴
輪
、
後
半
に
縄
文
土 

 

器
や
土
偶
を
作
る
予
定
で
す
。
土 

 
 
      

子
供
は
凧
の
紐
を
持
ち
、
走
る

準
備
を
す
る
。
凧
を
高
く
持
ち
上

げ
る
大
人
。『
い
く
よ
ー
』
と
適
度 

な
風
を
頼
り
に
手
を
放
し
、
子
供

は
走
り
、
凧
が
大
空
に
舞
う
。 

自
分
で
揚
げ
た
凧
が
大
空
に

舞
う
こ
と
が
、
子
供
の
心
の
満
足 

 

    

 器
の
焼
き
場
探
し
に
毎
回
苦
慮
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
博
物
館
周
辺

の
適
当
な
場
所
に
、
当
時
を
偲
べ

る
焼
き
場
が
確
保
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
所
で
す
。 

土
器
作
り
は
未
経
験
で
す
が

忠
実
な
レ
プ
リ
カ
が
作
れ
る
よ 

 
 
 

 
 

       

    

感
、
達
成
感
に
つ
な
が
る
。
そ
し

て
大
空
に
舞
う
ま
で
、
失
敗
を
繰

り
返
し
何
度
も
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』 

す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。 

し
か
し
、
凧
揚
げ
す
る
場
所
も

少
な
く
、
凧
あ
げ
を
し
た
こ
と
の

な
い
子
供
が
、
多
く
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。 

凧
の
会
の
活
動
は
、
伝
統
文
化

技
術
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

技
術
を
学
び
、
伝
承
普
及
で
あ
る
。 

 う
皆
様
の
御
指
導
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

（
代
表 

髙
橋
久 

記
） 

     

昨
年
10
月
、
秋
た
け
な
わ
の

頃
、
市
内
大
鳥
居
集
落
の
勝
蔵
院

（
真
言
宗
）
を
訪
ね
、
寺
役
員
の

見
富
さ
ん
に
、
ご
案
内
頂
き
仏
像

を
拝
観
致
し
ま
し
た
。 

勝
蔵
院
は
、
南
北
朝
期
に
創
建

さ
れ
た
と
の
事
で
現
在
は
、
無
住

で
す
。
拝
観
し
た
本
尊
の
銅
像
阿

弥
陀
如
来
立
像
は
、
小
さ
め
の
立

像
で
す
が
、
優
雅
な
お
姿
は
何
と

も
言
え
ぬ
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
他
に
木
造
の
観

音
菩
薩
立
像
、
勢
至
菩
薩
立
像
は

年
代
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。 

勝
蔵
院
の
入
り
口
に
は
、
巡
礼

供
養
の
石
の
道
標
が
立
っ
て
お 

 

昨
年
度
は
市
内
外
の
学
童
保

育
所
、
特
別
支
援
学
校
、
高
校
へ

の
凧
作
り
、
凧
揚
げ
体
験
を
実
施
。 

 
 

自
分
で
作
っ
た
凧
が
空
に
揚
が

る
と
『
す
げ
ー
』『
わ
あ
ー
』
と 

 

歓
声
が
上
が
る
。 

作
っ
て
揚
げ
る
楽
し
さ
、
失
敗 

 

を
繰
り
返
し
、
挑
戦
し
た
く
な
る 

 

遊
び
の
魅
力
を
広
く
伝
え
て
い 

き
た
い
。 

（
代
表 

大
滝
浩
介 

記
） 

 

り
、
同
院
か
ら
高
倉
観
音
へ
の
古 

 

道
が
現
在
で
も
一
部
残
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

会
員
も
高
齢
化
す
る
に
つ
れ

身
近
な
所
の
仏
像
拝
観
す
る
活

動
が
中
心
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

地
域
の
お
寺
を
訪
ね
る
事
で
、

今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
発
見

や
歴
史
を
知
る
こ
と
が
楽
し
み

で
す
。 （

会
員 

竹
井
文
子 

記
） 

               

    

 

 
 
 

 
  

  

 
 

   

         

 
 
  

                         

 グループ名 代表者 会員数   今年度活動計画 

１ 太古の会 

(旧土器の会) 

髙橋  久   ７ 4 月～9 月：勾玉、埴輪作り 

10 月～3 月：土器作り 

２ 凧の会 大滝 浩介 １０ 定期集会；毎月第４日曜日 

M-FSTA,根形公民館祭、新春凧揚げ 

３ 仏像を学ぶ

会 

吉田 保雄   ７ 定例学習会：隔月第 2土曜日 

仏像鑑賞会(川原井、横須賀、東博)       

４ 古文書いろ

はの会 

今井 久明 １０ 定例学習会（月 2 回、第２，４金曜日） 

8月（博物館ロビーにて PR、飾り紐他） 

５ 機織りの会 石井 英美  ４ 通年活動（毎週水曜日）。 

カラムシの収穫，糸作り、綿の栽培他 

６ 盆栽愛好会 中村 康司  ４ 春季盆栽展、M-FSTA，秋季盆栽展 

７ 

 

植物画葉月

の会 

渡部 和代  ７ 

 

定例会（毎月第 3 土曜日） 

博物館ロビーでの作品展示等 

   合計  ４９ (R7 年 4 月 20 日現在) 

地元の管理が行き届く勝蔵院本堂 

友
の
会
各
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告 

 R7 年度 各グループ会員数と今年度活動計画（純会員数 55 名） 

各グループ参加者４９名＋無所属 13名―重複所属７名＝５５名（純会員） 

活
動
の
幅
を
広
げ

『
太
古
の
会
』
へ 

 

旧
土
器
作
り
の
会 

名
称
変
更 

凧
の
会 

『
作
っ
て
揚
げ
る 

楽
し
さ
を
伝
え
る
』 

仏
像
を
学
ぶ
会 

大
鳥
居
・

勝
蔵
院
へ 

 

埴輪作り(２月) 
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4
月
庭
の
草
花
が
咲
き
誇
る
中

樹
木
（
果
樹
）
、
桜
、
李
、
杏
子
、
梨
、

り
ん
ご
、
そ
し
て
藤
と
見
事
に
花
盛

り
。
し
か
し
ア
ッ
ト
い
う
間
に
散
り

行
く
と
い
う
感
じ
で
し
た
。 

 

さ
て
今
回
、
市
役
所
の
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
お
い
て
瀧
先
生
主
宰
の

『
グ
ル
ー
プ
は
な
は
』
の
皆
様
と
ご

一
緒
に
葉
月
の
会
の
作
品
も
展
示

さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
期
間
は
、
６
月
10
日
（
火
）
～ 

    

 
 

 

４
月
中
旬
の
今
、
畑
に
藍
が
芽
吹

き
ま
し
た
。
昨
年
の
こ
ぼ
れ
種
か
ら

の
発
芽
で
す
。
丈
夫
そ
う
な
苗
を
畝

に
集
め
て
育
て
ま
す
。 

 

７
月
に
は
１
回
目
の
、
9
月
に
は

２
回
目
の
藍
葉
の
収
穫
が
で
き
ま

す
。
生
葉
は
、
き
ざ
ん
だ
り
、
塩
も

み
に
し
た
液
で
絹
を
水
色
に
染
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
の

湯
で
3
回
煮
だ
し
、
薬
品
で
調
整
す

る
と
、
明
る
い
青
に
染
ま
り
ま
す
。 

昨
年
は
、
豊
作
で
乾
燥
葉
を
沢

山
作
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
手
元

に
あ
る
葉
を
有
効
活
用
し
た
い
と

会
で
は
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
所
で

す
。 

（
会
員 

今
井
恵
子 

記
） 

30
日
（
月
）
迄
で
す
。 

 

又
郷
土
博
物
館
の
ロ
ビ
ー
に
も

葉
月
の
会
と
し
て
定
期
的
に
展
示

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
う

ま
く
描
け
な
い
な
が
ら
展
示
会
と

な
る
と
心
躍
り
ま
す
。 

植
物
達
の
美
し
い
自
然
の
姿
、

コ
レ
も
ア
レ
も
と
、
描
い
て
み
た

い
と
思
い
が
あ
ふ
れ
ま
す
。
そ
う

い
う
思
い
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
皆
様
ど
う
ぞ
、
葉
月
の
会
を
見

学
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ど
う
ぞ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
会
員 

長
谷
川
洋
子 

記
） 

  
 
 

        

令
和
７
年
度
、
会
の
活
動
は
４

月
４
日
（
金
）
～
６
日
（
日
）
の
３

日
間
旧
進
藤
家
住
宅
で
の
春
の
早

春
花
展
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
約

５
０
０
名
近
く
の
お
客
様
が
足
を

運
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。
毎
回
こ

の
展
示
会
を
楽
し
み
に
し
て
来
ら

れ
る
方
が
年
々
増
え
て
き
ま
し
た
。

私
達 

と
し
て
も
嬉
し
く
思
い
と
て
も
励

み
に
な
っ
て
お
り
、
次
回
は
よ
り 

印
象
に
残
る
会
に
し
な
く
て
は
と 

   

 

 

市
内
三
黒
の
現
吾
妻
神
社
に
、
市

指
定
有
形
文
化
財
『
松
見
寺
神
谷

轉
（か
み
や
う
た
た
）石
碑
』が
あ
り
、

境
内
に
は
石
碑
と
虚
無
僧
姿
の
案

内
板
が
あ
り
ま
す
。
（左
写
真
） 

 

              
 

使
命
感
と
は
、
い
わ
な
い
ま
で
も 

 

や
り
が
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

又
お
客
様
を
は
じ
め
、
友
の
会 

 

関
係
者
に
は
、
い
つ
も
大
変
な
ご 

 

協
力
を
頂
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま 

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
秋
の
展
示
会
に
向
け
、
皆

様
に
喜
ん
も
ら
え
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 
 

（
代
表 

中
村
康
司 

記
）  

   

石
碑
の
神
谷
轉
と
は
、
何
者
な

の
で
し
ょ
う
か
。 

会
で
は
、『
仙
石
騒
動
神
谷
轉
自

筆
全
』
な
る
古
文
書
の
写
し
が
会

員
か
ら
提
供
さ
れ
、
そ
の
内
『
左

京
不
届
弐
拾
三
箇
条
写
』
と
『
奉

願
候
覚
』
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
江
戸
の
お
家
騒
動
と
い

え
ば
有
名
な
伊
達
騒
動
、
加
賀
騒

動
、
そ
し
て
所
説
あ
り
ま
す
が

『
仙
石
騒
動
』
を
含
め
て
『
江
戸

の
３
大
騒
動
』
と
云
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
仙
石
騒
動
に
深
く
関
わ

っ
た
人
物
が
、『
神
谷
轉
』
で
す
。 

仙
石
騒
動
と
は
、
天
保
年
間
、

但
馬
国
出
石
（
い
ず
し
）
藩
（
現

兵
庫
県
豊
岡
市
）
で
時
の
藩
主
仙

石
美
濃
守
政
義
が
若
く
し
て
病

没
。
そ
こ
か
ら
次
期
藩
主
の
座
を

め
ぐ
り
、
改
革
派
家
老
の
仙
石
左

京
、
旧
守
派
家
老
仙
石
造
酒
（
み

き
）
が
対
立
。
幕
府
老
中
ま
で
巻

き
込
む
大
騒
動
に
発
展
し
ま
す
。 

旧
守
派
は
、
改
革
派
の
仙
石
左

京
の
横
暴
を
阻
止
せ
ん
と
、
江
戸

の
上
屋
敷
の
藩
士
神
谷
轉
と
連

携
し
、
仙
石
左
京
・
藩
政
横
暴
の

数
々
『
23
ヶ
条
』
を
江
戸
の
仙
石

家
親
戚
筋
に
配
布
し
ま
す
が
、
逆

に
改
革
派
に
阻
ま
れ
て
し
ま
い
、

無
実
の
罪
に
落
し
入
れ
ら
れ
、
神

谷
轉
に
も
国
元
へ
の
帰
国
命
令

が
で
て
し
ま
い
ま
す
。 

身
の
危
険
を
感
じ
た
神
谷
轉

は
脱
藩
し
、
友
鵞
（
ゆ
う
が
）
と

改
名
。
下
総
小
金
（
現
松
戸
市
）

の
一
月
寺
の
虚
無
僧
に
な
り
、
そ

の
末
寺
で
あ
る
当
地
の
三
黒
松

見
寺
の
看
主
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

寺
の
用
で
江
戸
へ
出
た
所
を

町
奉
行
に
捕
縛
さ
れ
る
が
、
普
化

宗
一
月
寺
か
ら
僧
侶
に
付
、
寺
社

奉
行
管
轄
で
あ
る
事
を
訴
え
、
つ

い
に
寺
社
奉
行
の
吟
味
に
移
行
、

結
局
仙
石
左
京
の
横
暴
が
明
る

み
に
な
り
、
改
革
派
は
断
罪
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

三
黒
の
松
見
寺
は
、
戊
辰
戦
役

の
頃
、
焼
失
し
た
ら
し
く
現
在
吾

妻
神
社
と
な
っ
て
お
り
、
今
も
境

内
に
は
、
虚
無
僧
墓
碑
が
三
基
並

ん
で
い
ま
す
。 

         

案
内
板
に
は
、
石
碑
は
、
仙
石

騒
動
が
収
ま
っ
た
天
保
七
（
１
８

３
６
）
年
神
谷
轉
こ
と
友
鵞
が
建

立
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
石
碑
に
は
、
仙
石
騒
動
の
顛
末

等
は
一
切
、
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
代
表 

今
井
久
明 

記
） 

盆
栽
愛
好
会 

『
春
の
早
春
化
展 

４
月
４
日(

金)

～
６
日(

日)

』
開
催 

機
織
り
の
会 

『
今
、
畑
に
藍
が 

 
 

 

芽
吹
き
ま
し
た
』 

』 

植
物
画 

葉
月
の
会 

『
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

展
示
へ
・
6
月
』 

古
文
書
い
ろ
は
の
会 

『
仙
石
騒
動
と
市
内
三
黒
・
松
見
寺
』 

吾妻神社(松見寺)の石碑と案内板 

いろはの会：石碑現地見学

メンバー見学板 
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総
会
記
念
講
演
は
、
見
返
り
美
人

と
し
て
有
名
な
菱
川
師
宣
記
念
館
前

館
長
・
笹
生
浩
樹
先
生
に
よ
る 
『
房

総
と
浮
世
絵
・
師
宣
と
広
重
』
と
題

し
て
行
わ
れ
た
。 

 

現
在
TV
の
大
河
ド
ラ
マ
『
べ
ら

ぼ
う
』
は
数
多
く
の
浮
世
絵
師
を
見

出
し
て
世
に
送
り
出
し
た
出
版
人
・

蔦
屋
重
三
郎
が
主
人
公
だ
が
、
そ
の

『
浮
世
絵
の
祖
』
と
よ
ば
れ
る
の
が

菱
川
師
宣
で
あ
る
。
講
演
概
略
は
以

下
の
通
り
。 

 
 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

開
講
早
々
菱
川
師
宣
に
つ
き
『
大

和
武
者
絵
の
序
文
』
が
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
さ
れ
『
・
・
三
家
の
手
跡

を
筆
の
海
に
う
つ
し
て
、
こ
れ
に
も 

            

        

と
づ
い
て
自
ら
工
夫
し
て
後
こ
の

道
の
一
流
を
じ
ゅ
く
し
て
浮
世
絵

師
の
名
を
と
れ
り
』
と
師
宣
を
紹
介 

先
生
は
、
こ
の
中
で
『
自
ら
工
夫

し
て
』
と
い
う
箇
所
が
重
要
だ
と
指

摘
さ
れ
、
師
宣
の
工
夫
は
、
江
戸
の 

メ
デ
ィ
ア
絵
画
革
命
を
起
こ
し
た

と
解
説
さ
れ
た
。 

師
宣
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
章
主
体

の
本
か
ら
挿
絵
主
体
の
絵
本
へ
と

転
換
し
、
目
で
楽
し
め
る
絵
本
を
誕

生
さ
せ
た
。
江
戸
の
流
行
を
い
ち
早

く
情
報
発
信
し
庶
民
が
何
を
好
み
、

欲
し
て
い
る
か
を
分
か
り
易
く
絵

で
描
い
た
と
云
う
。 

又
、
浮
世
絵
の
浮
世
と
は
、
憂
き

世
（
辛
く
苦
し
い
世
）
と
浮
世
（
は

か
な
い
世
）
の
意
味
が
あ
り
、
特
に

江
戸
中
期
以
降
、
浮
世
絵
の
題
材
に

江
戸
庶
民
の
今
を
描
き
出
し
、
今
風

の
新
し
い
タ
イ
プ
の
絵
と
し
て
、

『
浮
世
を
描
く
新
た
な
絵
画
文
化
・

浮
世
絵
』
を
誕
生
さ
せ
た
。 

師
宣
の
工
夫
は
、
こ
れ
ま
で
の
肉 

筆
画
か
ら
『
版
画
を
１
枚
絵
と
し
て 

販
売
』
へ
と
転
換
し
安
価
で
、
量
産

で
き
る
木
版
画
の
絵
画
を
製
作
し
、

絵
画
の
大
衆
化
に
力
を
注
い
だ
。 

反
面
、
晩
年
の
師
宣
は
、
肉
筆
画

の
傑
作
を
生
み
だ
し
た
。
有
名
な
『
見

返
り
美
人
図
』で
あ
る
。 

 

女
性
を
正
面
か
ら
描
か
な
い
で
、
振

り
返
っ
た
一
瞬
の
姿
を
と
ら
え
る
こ
と

で
、
髪
型
や
帯
な
ど
の
流
行
の
姿
を
描

き
江
戸
の
女
性
像
を
表
現
し
た
。 

          
 
 

一
方
、
師
宣
か
ら
１
５
０
年
遅
れ

て
浮
世
絵
界
に
風
景
画
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
を
確
立
し
た
歌
川
広
重
（
１
７
９

７
年
～
１
８
５
８
年
）
は
、
房
総
地
区

に
２
度
旅
行
し
て
お
り
、
数
々
の
房

総
の
風
景
版
画
を
製
作
。 

今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
『
富
士
３

６
景
上
総
房
州
保
田
ノ
海
岸
』や
『不

二
３
６
景
上
総
木
更
津
海
上
』
等
が

紹
介
さ
れ
た
。 

広
重
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
『
菜
の

花
や
今
日
も
上
総
の 

そ
こ
一
里
』
の

句
を
あ
げ
て
『
あ
と
す
こ
し
だ
よ
』
と

い
う
意
味
の
『
そ
こ
一
里
』
と
い
う
地

元
の
言
葉
を
め
ぐ
る
広
重
の
逸
話
も

紹
介
さ
れ
た
。  

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

後
日
、
保
田
の
菱
川
師
宣
記
念
館

を
訪
ね
る
と
、
師
宣
の
自
画
像
が
入

り
口
で
迎
え
て
く
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（事
務
局 

今
井 

記
）  

 

   
 
 

博
物
館
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

 

◎
企
画
展
Ⅰ 

 

『村
の
く
ら
し
と
一
大
事
』 

 

日
時
・
R7
年
５
月
13
日(

土)

～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

７
月
21
日
（月
） 

 
 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
3
時 

場
所
・郷
土
博
物
館 

 

江
戸
時
代
の
刑
事
事
件
に
関
係
し

た
古
文
書
を
読
み
解
き
、
当
地
域
に

暮
ら
し
た
人
々
が
何
を
罪
と
思
い
、

ど
の
よ
う
な
危
険
の
中
を
生
き
て
き

た
か
を
探
り
な
が
ら
、
当
時
の
村
の

暮
ら
し
の
実
際
に
迫
り
ま
す
。 

  

4
月
1
日
付
け
で
郷
土
博
物
館

に
異
動
と
な
り
ま
し
た
鎌
田
と
申
し

ま
す
。
以
前
は
生
涯
学
習
課
で
主
に

埋
蔵
文
化
財
保
護
事
業
に
携
わ
っ
て

お
り
遺
跡
の
発
掘
調
査
等
を
担
当
し

て
お
り
ま
し
た
。 

博
物
館
に
き
て
感
じ
る
こ
と
は
、

人
々
と
の
交
流
が
多
く
、
業
務
の
幅

が
広
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

友
の
会
や
市
民
学
芸
員
の
皆
様
が

意
欲
的
に
活
動
に
取
り
組
む
姿
勢
に

刺
激
を
う
け
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
度
、
友
の
会
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
皆
様
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

致
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。  

 

 
 
 

（鎌
田 

望
里
（
み
さ
と
） 

記
） 

   
 

  

 

物
の
値
段
が
急
激
に
上
昇
と
実

感
。
会
で
も
昨
年
末
、
経
費
削
減
の

一
環
と
し
て
葉
書
等
に
よ
る
通
知

か
ら
メ
ー
ル
に
変
更
を
計
画
。 

会
員
全
員
に
、
そ
の
受
入
れ
可
否

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
所
、
一

面
に
も
記
載
し
た
通
り
55
名
の
会

員
に
対
し
て
回
答
者
は
25
名
、
回

答
無
し
は
30
名
の
結
果
。 

驚
い
た
の
は
、
実
に
55
％
半
数

以
上
の
方
が
回
答
無
し
。 

 

一
方
、
回
答
を
寄
せ
た
25
名
の

方
の
内
22
名
の
方
は
メ
ー
ル
連
絡

に
御
承
諾
頂
き
ま
し
た
。 

 

新
年
度
か
ら
、
会
員
へ
の
通
知
は 

従
来
の
葉
書
等
に
よ
る
通
知
と
メ

ー
ル
に
よ
る
通
知
と
２
系
統
に
な

り
事
務
が
若
干
、
煩
雑
に
な
り
ま
す

が
、
ス
マ
ホ
利
用
は
、
世
の
中
の
趨

勢
で
も
あ
り
ま
す
。 

友
の
会
矢
野
新
会
長
か
ら
役
員

間
の
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
が
設
定
さ

れ
、
現
在
加
入
者
間
で
の
情
報
交
換

が
必
要
に
応
じ
行
わ
れ
て
お
り
、
今

後
一
層
推
進
さ
れ
ま
す
。 

尚
、
こ
の
友
の
会
だ
よ
り
は
、
会

員
全
員
に
同
時
に
届
く
よ
う
郵
送

を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
編
集
担
当 

今
井
久
明 

記
） 

総
会
記
念
講
演
兼
第
１
７
７
回
・
袖
ケ
浦
学
開
催 

 
『
房
総
と
浮
世
絵
・
師
宣
と
広
重
』 

 
 

 
 

 

菱
川
師
宣
記
念
館
・
前
館
長 

 
 

笹
生 

浩
樹
氏 

 

編
集
後
記 

講演風景(根形交流ｾﾝﾀｰ) 

鎌
田
さ
ん
着
任 

菱川師宣記念館前 


